
香長平野を、北は新改

の鈴が森、東は香南市

野市の三宝山を基準に

南北に線を引いた。こ

れが現在の南国農免道

路であり、西側を長岡

郡、東側を香美郡とし

た。南国市の農免道路

に石碑がある。

土佐山田町岩次集落の北側

の集落に、郡衙（郡庁）と考

えられる「大リョウ」「西大

リョウ」と呼ばれる小字が

ある。大リョウの東北側に

は、余剰帯が２５０ｍほどあ

り、湿地または遊水地で、

米を運ぶ運河の役割をした

ようである。

郡衙跡

　

地
方
制
度
が
整
え
ら
れ
た
元

明
天
皇
の
奈
良
時
代
・
和
銅
６

年
（
７
１
３
）
「
郡
郷
の
名
は

よ
き
２
字
に
せ
よ
、
山
川
原
野

の
名
号
の
い
わ
れ
、
ま
た
古
老

の
旧
聞
異
事
は
史
籍
に
載
せ
て

言
上
せ
よ
」
と
あ
る
。
こ
れ
を

受
け
て
、
鏡
を
２
字
で
書
く

『
香
美
』
を
郡
名
と
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
安
時
代
（
９
０
０
年
代
）

の
倭
名
類
聚
抄
に
、
『
香
美
』

香我美郡石碑
かがみのごおりせきひ

ぐんがあと

かがみいわ

江戸時代の元禄１３

年（１７００）に五代

藩主・山内豊房が現

在の鏡川（高知市）

の名をつけた。これ

を受けて、鏡川は物

部川と改められた。

このころ、須崎市の

鏡川も新庄川と名を

変えた。国道１９５

号線には当時の名を

残した香我美橋がか

かっている。

鏡川
　　（現・物部川）

片地村誌に「鏡岩、夢野の物部川（当時

鏡川と称す）の東崖にあり、夕日を照ら

し其返照水を西崖の半坂山から見ると鏡

の如しと言われ、香美郡或いは鏡の・鏡

川等皆この岩が起り」と書かれている

（類聚土佐故事から引用）。場所は、物

部川合同堰の上流で、江戸時代に山田堰

ができ、水位が

あがり、現在は

水没している。

かつて、片地地

区には、鏡中学

校があり、片地

小学校の校門前

に石碑がある。

鏡岩
か
が
み

ぐ
ん

が

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

か
が
み

か
が
み
ご
う　
　
　

の
げ
ご
う

も
の
の
べ
の
か
が
み
の
む
ら
じ

か
が
み
の
ご
お
りか

が
み
の

よ

か
み
ぐ
ん

う
つ か

が
み
の
ご
お
り

し
せ
ん
き
じ
ゅ
う

は
ち
り
ょ
う
き
ょ
う

明
か
さ
れ
る

明
か
さ
れ
るの

由
来

香
美

　

香
美
市
の
名
称
の
由
来
と
い
え
ば
、
合

併
前
の
香
美
郡
を
想
像
さ
れ
る
方
が
多
い

で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
香
美
と
い
う
呼
び
名
は
一
体
ど

こ
か
ら
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
月
号
で

は
香
美
史
探
訪
記
を
拡
大
し
、
そ
の
由
来

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
創
刊
100
号
記
念
特
集
２　

香
美
史
探
訪
記　

第
59
回

今今今

は
漢
字
の
ふ
り
が
な
で
『
加
々

美
』
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

香
美
を
『
カ
ガ
ミ
』
と
読
む

の
は
、
奈
良
平
安
時
代
に
、
香

の
ふ
り
が
な
で
あ
る
『
カ
ウ
』

の
子
音
『
ウ
』
を
『
カ
』
に
転

じ
て
、
国
名
・
郷
名
に
使
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
の
例
を

あ
げ
る
と
、
相
模
は
『
サ
ウ

モ
』
を
『
サ
ガ
ミ
』
。
岡
山
県

備
前
市
の
郷
名
香
止
は
『
カ
ガ

ト
』
と
読
む
。

　

で
は
、
な
ぜ
鏡
か
と
い
う

と
、
そ
の
一
つ
に
、
条
里
制
に

よ
り
整
え
ら
れ
た
水
田
や
清
流

が
鏡
の
よ
う
に
映
し
た
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
土
佐
山

田
町
岩
次
に
は
条
里
制
時
の
郡

衙
跡
が
あ
る
。
条
里
制
度
と

は
、
古
代
に
お
け
る
土
地
区
画

の
整
備
方
法
で
、
土
地
を
碁
盤

目
状
に
区
切
り
、
班
田
収
授
制

に
お
け
る
口
分
田
の
配
分
を
円

滑
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
は
、

南
に
吉
井
川
の
清
流
と
北
に
支

流
香
々
美
川
が
あ
る
平
野
で
条

里
制
の
遺
る
町
で
あ
る
。
鏡
野

の
名
は
、
中
心
部
を
構
成
し
て

い
た
香
美
郷
・
野
毛
郷
の
頭
文

字
を
合
わ
せ
て
生
ま
れ
た
。

　

徳
島
県
阿
波
市
市
場
町
香
美

は
、
吉
野
川
支
流
の
日
開
谷
川

左
岸
に
あ
る
平
野
で
物
部
川
流

域
の
地
形
と
似
る
。

　

他
の
由
来
と
し
て
は
、
片
地

の
鏡
岩
や
、
当
時
貴
重
な
鏡
の

存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

　

鏡
は
古
来
か
ら
神
秘
的
な
力

を
持
つ
も
の
と
し
て
、
神
聖
視

▲大リョウ東北側の余剰帯跡

さ
れ
、
と
き
に
は
『
神
の
化

身
』
と
ま
で
思
わ
れ
て
い
た
。

　

旧
香
美
郡
内
で
は
、
香
南
市

野
市
町
上
岡
の
下
ノ
坪
遺
跡
か

ら
、
唐
式
鏡
で
あ
る
四
仙
騎
獣

八
稜
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。

　

香
美
郡
の
名
称
が
文
献
で
最

初
に
出
て
く
る
の
は
日
本
後
紀

に
お
い
て
で
あ
る
。
延
暦
24
年

（
８
０
５
）
、
香
美
郡
郡
司
の

次
官
『
土
佐
国
香
美
郡
少
領
外

従
六
位
上
物
部
鏡
連
家
主
』
と

あ
る
。
郡
衙
の
役
人
で
、
少
領

は
次
官
の
こ
と
で
、
外
従
は
地

方
の
豪
族
の
こ
と
で
あ
る
。
鏡

連
は
鏡
が
氏
、
連
が
名
で
あ

る
。
家
主
は
家
。
名
前
に
郡
名

を
付
け
て
い
る
か
、
鏡
が
郡
名

に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
は
香
美
郡
を
使
っ

て
い
た
が
、
鎌
倉
時
代
末
期
、

嘉
元
４
年
（
１
３
０
６
）
に
香

我
美
郡
と
記
さ
れ
、
江
戸
時
代

に
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
明

治
維
新
後
、
廃
藩
置
県
の
と
き

に
、
香
美
郡
と
さ
れ
た
。

　

か
つ
て
、
香
美
郡
は
鏡
野
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
鏡
野
の
呼
び

始
め
は
、
承
久
の
乱
（
１
２
２

１
）
で
、
土
佐
の
畑
（
幡
多
）

に
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
上
皇
の
皇

子
・
土
御
門
上
皇
が
阿
波
へ
遷

る
こ
と
に
な
り
、
上
皇
が
そ
の

道
中
、
月
見
山
（
香
南
市
香
我

美
町
岸
本
）
で
名
月
を
眺
め
、

「
鏡
野
や
た
が
偽
り
の
名
の
み

し
て
恋
ふ
る
都
の
影
も
う
つ
ら

ず
」
と
、
都
を
し
の
ぶ
歌
を
詠

ん
だ
の
が
始
め
と
い
わ
れ
る
。

　

上
皇
が
香
美
を
鏡
野
と
思
っ

た
の
は
、
物
部
川
の
美
し
い
清

流
を
見
て
、
「
こ
こ
は
ど
こ

か
」
と
御
付
き
に
尋
ね
た
ら
、

「
か
が
み
ノ
」
と
答
え
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
当
時
は

地
名
や
姓
に
は
必
ず
ノ
の
助
詞

を
入
れ
て
い
た
）
。

　

ま
た
、
土
佐
南
学
を
再
興
し

た
谷
秦
山
は
、
元
禄
13
年
、
土

佐
山
田
に
移
住
し
た
年
に
、

「
仲
秋
の
満
月
に
照
ら
さ
れ
た

鏡
野
に
は
、
夜
露
が
光
っ
て
花

の
よ
う
に
美
し
く…

」
と
土
佐

山
田
を
鏡
野
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
諸
説
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
香
美
は
鏡
に
由

来
し
て
い
る
と
い
え
る
。　
　

　
　
　
　
　

   

（
香
美
史
談
会
）

▲鏡中学校跡石碑

●

●

▲鏡野小学跡石碑

八王子宮参道には、鏡

野の地名からくる、鏡

野小学創立の地の石碑

がある。

鏡野小学跡
きょうやしょうがくあと

かがみがわ

●

●

●

●国
道１
９５
号

市役所

消防署
仮庁舎

土佐山田駅

土
佐
長
岡
駅

後免駅

●

ながおかの

かがみのごおりごおり

至 新改  至 香北町 

２４Kami２５ Kami

るいじゅ


